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第 5学年 国語科学習指導案

平成 26年 10月 10日 (金)公 開授業 1

「くらし」について意見文を書こう
「グラフや表を引用 して書こう」

男子  8名   女子  9名   計 17名
井出 敏之

1 本単元で取り上げる主たる指導事項

B書 くこと ア 考えたことなどから書くことを決め、目的や意図に応 じて、書く事柄を収集 し、
全体を見通 して事柄を整理すること。

工 引用 したり、図表やグラフなどを用いたりして、自分の考えが伝わるように書く
こと。

身に付けさせたい力 (視点 1と の関わり)

○目的や意図に応 じて、書く事柄を収集する力

○全体を見通して事柄を整理する力

○自分の考えを分かりやすく伝えるために、どのように図表やグラフなどを用いるか考える力

3 単元を貫く言語活動とその特徴

単元を貫く言語活動 (第 5。 6学年 言語活動例 Bイ )

グラフや図表をしっかりと読み取り、それを裏づけとした意見文を書くこと

〔設定理由〕

本単元を貫く言語活動として「グラフや図表をしっかりと読み取 り、それを裏づけとした意見文
を書くこと」を位置付けた。自分の意見を主張し、その内容を理解 してもらうためには説得力が必
要である。そのためには、事柄を収集 し分析 して、自分の意見の裏付けとすることが大切である。
更に、集めた事柄の中から裏付けるために必要なことを選び、整理 しなければならない。そして、
意見が伝わりやすくなるように文章を構成する必要がある。従って本単元でねらう「考えたことな
どから書くことを決め、目的や意図に応 じて、書く事柄を収集 し、全体を見通して事柄を整理する
こと」 (B書 くことア)、

「引用 したり、図表やグラフなどを用いたりして、自分の考えが伝わるよ
うに書くこと」 (B書 くこと工)を実現するにふさわしい言語活動であると考えた。

〔様式〕

・意見文は 〔意見の提示・意見の説明と資料の提示・結論 (意見の再提示)〕 で構成する。
・グラフの下にグラフや表を引用 した文献を書かせる。
。中 (意見の説明と資料の提示)は 200字から300字程度とする。
・本単元で児童が書く意見文は、次のような構成をもつている。
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「グラフや表」

意見の根拠となる資料

を入れる。

「中」

理由を示して、自分の

意見を書く。

(書 くことア)

「初め」

理由を示 して、自分の

意見を書く。

(書 くこと工)

「終わ り」

全体をまとめる形

で書 く。
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5年
「次への一歩 ――

活動報告書」

・活動報告書の型を理解 し、全

体の構成を考えて書 く。

・事実と感想、意見を区別 し、

文意 に応 じた文末表現 を用

いる。

4 単元について

(1)児童について

児童は、第 4単元の 「次への一歩 一― 活動報告書」で全体の構成を考えて書くことと事実と感

想、意見を区別 し、文意に応じた文末表現を用いて文章を書く学習を行つた。この学習を通 して、

今までの係活動を振 り返り、具体的にやつたこと、成果や課題を挙げること、それについての自分
の考えを書くことができた。活動報告書の構成についても理解 し、型に合わせて書くことができた。
しかし、内容については児童によつて差があり、活動 したことの成果と課題にあまり触れずに次に

がんばりたいことを書いたり、活動 したことと自分の考えが十分には分けられていなかつたりした。

係活動の振 り返 りの仕方についても、客観的に分析できていない児童やどのように分析すればよ
いのか資料の見方について支援が必要な児童がいた。

(2)教材について

本単元は、児童の「くらし」に対する立場を「くらしやすい」「くらしにくい」のどちらかに決め、

統計資料を読み取 り、それを根拠として意見文を書くという構成になっているc

本教材には、直前の単元 「天気を予想する」での学習を踏まえながら、自分の考えを分かりやす
く説得力をもつて読み手に伝えるための文章を書くために、調べ学習を通 して収集 したグラフや表
を効果的に用いる活動が設定されている。ふだんの生活の中に問題点を見い出すことは、自分の生

活を見直すことにもなり、より主体的な活動をさせることができる。教材文の例に沿えば、グラフ

や表を引用する基本技術を習得することができる。根拠とするべきグラフや表から読み取つたこと

を言葉で表すことで表現力が付き、友達を納得させるために分かりやすい説明を考えることで説得
力のある文を書く力が付くと考えられる。

これらのことを学ぶことができる本教材は単元の日標に迫るために適 した教材といえる。

(3)指導にあたって

第 1次では、教材文をもとに単元のゴールを示し、資料を分析して意見文を書くという学習の見
通 しをもたせるとともに意欲を高める。また、前単元 「天気を予想する」で学習 した説明の仕方を

振 り返つたり、資料の用い方について確認 したりする。

第 2次では、取材する段階では、「くらしやすさ」「くらしにくさ」について自分の考えの実際が

分かる資料を探 し、見つけたグラフや表から読み取ったこと、考えたことをメモに書き出させ整理
させる。記述の段階では、自分の考えの根拠がはっきりするようにグラフや表について、数値や比

較 したことなどを書かせる。「意見の提示 (初 め)」
「意見の説明と資料の提示 (中 )」

「結論 (終わり)」

の構成とし、中は200字から300字程度にまとめさせるc

第 3次では、壁に意見文を貼りだし、書いた文章を互いに読み合えるようにする。書かれている
文章に説得力があるかという観点で、表現の仕方に着日して交流させ、付箋に書いて貼ることで意
見や感想を伝え合わせる。

〔言語活動の系統性〕

4年
「読書 生 活 につ

いて考えよう」
。アンケー トを取

つて調査 し、報

告 す る文章 を

書 く。

ゆ

6年
「「平和」について

考える」
。実際にあつたこと

や、それ らの記録

と、自分の考えを

区別 して書 く。

本単元



5 単元の指導 目標 と評価規準

○意見に説得力を持たせるためにグラフや表を用いたり、自分の考えの根拠となる事実を引用したり

しながら意見文を書こうとしている。             【国語への関心・意欲・態度】
○目的や意図に応じて収集した事柄を、全体を見通して整理するとともに、図表やグラフを用い、書

き方を工夫して、自分の考えが伝わるように書くことができるc        【書くこと】
○文章にはいろいろな構成があることについて理解することができる。

【伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項】

国語への

関心・意欲 。態度

書 く能力 言語についての

知識。理解・技能

○ 自分の考えたことを伝

えたい とい う願いをも

ち、それが伝わるように

調べたことと考えたこ

となどを関係付けた り

引用したりしながら、効

果的に書き表そ うとし

ている。

○題材に関する情報を集めて自分の考えを明

らかにしたり、その考えを支えるための根拠

や事例となる材料を集めたりしている。

【書ア】

○自分の考えの根拠となる事実を表す図表や

グラフを用いたりして、自分の意見が説得力

をもつて伝わるように書いている。 【書工】

○文章にはいろいろな

構成があることを理

解 し、目的に合つた

構成を選んで書いて

いる。 【伝国イ(キ )】

6 単元の指導計画 (全 8時間)

次 日寺 ○目標   。主な学習活動

☆単元を貫く言語活動につながる学習活動

評価規準

第

１

次

○単元のゴールを知り、学習の計画を考えることができる。
。文の骨組みやグラフや表の引用のしかたを確かめるとと

もに、学習課題を設定して見通 しをもつ。
・教材文を読み、どのような手順で意見文を書き、どのよ

うな意見文を書くと良いか知る。

☆友達を納得させる意見文の書き方が分かる。

「くらし」について意見文を書こう。

【関】

グラフや表を用いながら意

見文を書くことがわかり、見

通 しを持って学習に取り組も

うとしている。

第

２

次

2 ○ 「くらし」について、自分が考えたことを書くことがで

きる。
。身の回りの「くらし」について「くらしやすさ」「くらし

にくさ」の観点で思いついたことを書き出す。

☆どのような資料があるのか知 り、必要なグラフや表につ

いて考える。

【書ア】
「くらしやすさ」「くらしに

くさ」についての理由を書

き、自分の立場をはっきりさ

せているご

【書ア】

自分の考えを支えるための

根拠や事例 となる材料を集

めている。

【書工】

グラフや表を用いて、自分の

意見が説得力をもつて伝わ

るように書いている。

3 ○「くらしやすさ」「くらしにくさ」の観点で資料を読み取

り、メモに書き出すことができる。
。「くらしやすさ」「くらしにくさ」を裏付ける「言葉」や
「数値」を見つけ書き出す。

☆グラフや表から読み取つたことと自分の考えを結びつけ

る。

4 ○自分の集めた資料を分析 し、構成を考えることができる。
。自分の考えをはっきり伝えるためにどのグラフや表を用
いて、どんなことを考えたのか書く順序を考える。

☆表やグラフから読み取つたこと、自分が考えたことを分

けて構成表を作る。



5 ○ 自分の考えを裏づける資料を集め、「初め」の部分を書 く

ことができる。
。構成メモを基に自分の立場がはつきりするように 「意見

の提示」の部分を書 く。

☆自分の立場をはつきりとさせた意見文の 「初め」の部分

を書 く。

【伝国イ (キ )】

意見文の構成要素を理解

している。

６
　
本
時

○自分の選んだ資料を効果的に用いて意見文を書くことが

できる。

・表やグラフを引用しながら、構成メモに沿つて意見文の
「中」の部分を書く。

☆表やグラフから読み取つたこと、自分が考えたことを分

けて、自分の考えが伝わるように書く。

ワ
イ ○全体をまとめる形で、「終わり」の部分を書き、推敲する

ことができる。
。「初め」「中」の部分を受けて、自分の立場がよりはっき

りするように「意見の再提示」の部分を書く。
。自分の意見に説得力をもたせられたか、観点に従って推

敲する。

☆自分の立場をはつきりとさせた意見文を書く。

第

３

次

8 ○意見文を読み合い交流することができる。
・書いた文章を友だちと読み合い、意見や感想を伝え合わ

せる。
・意見文に説得力をもたせるための資料の使い方を振 り返

る。

☆友達の意見文を読み、感想を伝え合 う。

【関】

意見文を交流し合い、優れ

た点を具体的に指摘 してい

る。

7 本時の指導

(1)ね らい

自分の選んだ資料を効果的に用いて意見文を書くことができる。

(2)視 点 2に関わつて
。グラフや表が裏付けとなつていることが分かる文章の書き方やグラフや表の引用の仕方を分か

りやすく提示する。
。グラフや表を貼 り付ける場所を決めた原稿用紙を使 う。モデル文には書き方のチェック項目を

示 しておき、自分で見直しができるようにしておく。

(3)展 開

段

階

主な学習活動 留意事項と評価

導

入

５

分

前時の学習を想起する。

本時の学習課題を把握するc

グラフや表が うらづけになっていること

が分かる意見文の 「中」の部分を書こう。

自分の集めた資料から読み取つたこと、

考えたことのメモを確認する。

「中」の部分を書くことを確認する。



3 資料を引用、解説 して、文章を書く。

(1)グ ラフや表の引用のしかたについて確認

する。

(2)自 分の資料を読み返 し 内容を整理する。

意見文を書く。

・グラフや表を説明するとき、それが何を

表 しているのかを書く。
。どのように示されているグラフや表なの

か説明を書く。
。注目する言葉や数字を書く。
。注目する言葉や数字が何を意味するかを

書く。

書いた意見文を読み合 う。

「天気を予想する」で資料をどのように引

用 していたか確認する。
モデル文 (構成メモ)を例示 し、メモが

どのように「中 (教材文)」 の部分に書か

れているかを確認する。

グラフや表が自分の意見の裏づけとなる

ことを確認する。

注目する数値やそれが何を意味するのか

確かめ、それが意見文の中に根拠 として

書かれていることを確認する。

「中」の部分は 200字程度、終わりの部分

は 50字程度で書くことを確認する。
グラフや表の解説と自分の意見を区別 し

て書くことを確認する。

交流の観点に沿つてア ドバイスすること

を明確にしてから読み合わせる。
ア ドバイスしてもらつたことや気付いた

こともとにして推敲させる。

【評価】

Bグラフや表から読み取つたことを自

分の意見の根拠とし、具体的な数値
を示しながら意見文を書いている。

支援の方法

・ グラフや表か ら分かったこと、 自分の

立場か ら見て数値が どのよ うになって

いるかなどを確かめさせる。
・数値の用い方やグラフや表を引用する

ときの書き方を確認 させる。
・ 口頭作文させる。

交流の観点

・ 自分の意見がはつきり書かれている。
・グラフや表を用いて数値を挙げながら、説

得力のある意見文となっている。
・解説と意見を区別 して書かれている。
・250～ 300字程度で書いてある。

終

末

５

分

本時の学習を振 り返る。

次時の学習内容を確認する。

・交流の観点に照らし合わせて自己評価さ

せる。
。次時は書いた文章を友だちと読み合い、

意見や感想を伝え合 うことを知らせる。



8 板書計画

グ
ラ
フ
や
表
が
裏
付
け
に
な

っ
て
い
る
こ
と
が
分
か

る
意
見
文
を
書
こ
う
。

「く
ら
し
」
に
つ
い
て
意
見
文
を
書
こ
う

グ
ラ
フ
や
表
を
用
い
て
説
得
力
の
あ
る
意
見
文
を
書
こ
う
。

モ
デ
ル
文

（構
成
メ
モ
）

教
材
文

。
「中
」
の
部
分
を
三
百
～
三
百
字
で
書
く
。

・
数
値
を
注
目
し
な
が
ら
、
具
体
的
に
書
く
。

・
解
説
と
意
見
を
区
別
し
て
書
く
。


